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多
摩
都
市
モ
ノ
レ 

ー
ル
の
早
期
実
現

　

松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
多
摩
市
境
か
ら
町
田
都
市

計
画
道
路
３
・
３
・
３６
号
線
の
ル

ー
ト
の
確
認
を
し
た
い
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
北
部
丘
陵

を
南
北
に
通
り
、
桜
台
通
り
の
北

の
端
か
ら
小
山
田
桜
台
団
地
、
そ

し
て
桜
美
林
学
園
に
至
る
ル
ー
ト

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
後
の
忠

生
地
域
で
の
暮
ら
し
の
変
化
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
モ
ノ
レ
ー

ル
延
伸
ル
ー
ト
を
都
市
の
骨
格
軸

と
し
ま
し
て
、
交
通
基
盤
及
び
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
形
成
し
て
い
く
だ

け
で
は
な
く
、
沿
線
に
暮
ら
す
皆

様
に
必
要
な
機
能
が
創
出
さ
れ
る

よ
う
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
隣
接
市
で
あ
る
多
摩
市
と

の
連
携
や
協
力
が
必
要
だ
が
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
多
摩
市
は

ル
ー
ト
検
討
委
員
会
に
も
参
加
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
課
題
や
情

報
の
共
有
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

同
じ
沿
線
市
と
し
て
連
携
を
図
り
、

検
討
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

図
書
館
広
域
利
用 

で
近
隣
市
と
協
力

　

お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
図
書
館
の
広
域
利
用
に
つ

い
て
町
田
市
の
現
状
は
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
20
年
11
月
１

日
か
ら
、
横
浜
市
と
相
互
利
用
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
現
在
、
相
模

原
市
や
八
王
子
市
な
ど
合
計
10
市

の
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
　
町
田
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
お
隣
の
市
な

ど
身
近
な
自
治
体
の
図
書
館
を
利

用
で
き
、
自
治
体
ご
と
に
特
徴
の

あ
る
図
書
館
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
問
　
近
隣
市
で
借
り
た
図
書
を

町
田
市
の
図
書
館
で
返
却
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
市
民
の
皆
さ

ん
が
ほ
か
の
市
か
ら
借
り
る
資
料

は
年
間
1６
万
点
で
す
。
こ
れ
ら
を
、

元
の
自
治
体
に
送
り
返
す
た
め
に

は
、
新
た
に
大
規
模
な
物
流
体
制

や
返
却
さ
れ
た
本
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
体
制
が
必
要
と
な
り
、
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
の
預
け
先
に
困 

る
人
を
ゼ
ロ
に
！

　

矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
　
来
年
度
も
待
機
児
童
は
解

消
さ
れ
な
い
見
込
み
。
一
時
保
育

も
地
域
や
時
期
に
よ
っ
て
は
予
約

が
取
れ
な
い
状
況
。
保
育
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
現
状
は
大

変
問
題
で
あ
る
。
都
内
で
実
施
済

み
自
治
体
も
増
加
し
て
き
て
い
る

都
の
補
助
金
を
使
っ
た
、
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
利
用
費
用
の
助
成
制
度

を
町
田
市
で
も
導
入
す
る
べ
き
で

は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
一
時
保
育

は
保
育
所
等
で
の
対
応
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
働
き
方

や
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
保

育
の
多
様
化
に
資
す
る
も
の
に
な

り
得
る
か
、
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
都
制
度
を
活
用
し
た

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
事
業

に
つ
い
て
で
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
実
際
に
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「

夜

間

中

学

」 

の
設
置
を
望
む
！

　

い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　「
夜
間
中
学
」
を
設
置
し
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
方
の

「
学
び
直
し
の
場
」
の
提
供
を
す

る
と
共
に
不
登
校
の
児
童
生
徒
の

学
齢
生
徒
の
受
入
れ
を
可
能
に
。

　
学
校
教
育
部
長
　
20
年
４
月
現

在
、
都
内
は
８
校
、
多
摩
2６
市
で

は
八
王
子
市
に
１
校
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
設
置
の
課
題
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
設
置
す
る
際
の

財
政
上
の
負
担
や
教
職
員
な
ど
の

人
材
の
確
保
及
び
設
置
場
所
の
確

保
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
で

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
設
置
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
模
原
市
で
は

22
年
４
月
に
設
置
予
定
と
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
経
緯
や
手
法
な
ど

確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す

る
新
た
な
取
組
は
。

　
教
育
長
　
不
登
校
が
年
々
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
学
校

復
帰
に
向
け
た
適
応
指
導
教
室
の

拡
充
や
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の

連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
た
め
ら 

わ

ず

相

談

を

　

田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
20
年
末
に
厚
労
省
は
「
生

活
保
護
の
申
請
は
権
利
。
た
め
ら

わ
ず
に
相
談
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

町
田
市
で
も
広
報
の
工
夫
を
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
今
後
、
他
市

も
参
考
に
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
申
請
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ

て
い
る
扶
養
照
会
の
改
善
を
求
め

る
が
、
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
誰
に
で
も
扶

養
照
会
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
例
え
ば
Ｄ
Ｖ

等
を
受
け
避
難
さ
れ
て
い
る
方
、

10
年
以
上
音
信
不
通
で
支
援
が
期

待
で
き
な
い
方
と
か
、
状
況
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
丁
寧
な
聞
き

取
り
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
生
活
保
護
の
申
請
は
、
申

請
書
の
み
で
可
能
だ
と
い
う
こ
と

を
説
明
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
申
請
書
１
枚

で
も
審
査
可
能
で
す
。
支
給
決
定

に
際
し
て
は
、
必
要
な
書
類
に
基

づ
き
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
説

明
は
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

脱
炭
素
の
ま
ち 

づ
く
り
に
つ
い
て

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削

減
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
第
三
次
町
田
市

環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
新

た
に
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
、

区
域
施
策
編
を
加
え
、
地
域
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
な

が
る
取
組
を
掲
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
取

組
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
策
定
中
の
第
三

次
町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
も
、
太
陽
光
発
電
や
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
な
が
る
施

策
を
位
置
づ
け
る
予
定
で
す
。

　
問
　
若
年
性
認
知
症
の
人
へ
の

就
労
支
援
、
社
会
参
加
の
た
め
の

支
援
を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
だ
が
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
就
労
や

社
会
参
加
の
場
を
提
供
し
て
く
だ

さ
る
企
業
や
団
体
が
増
え
る
よ
う
、

一
層
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

対
中
国
懸
念
を
踏 

ま
え
た
安
全
対
策

　

渡
辺
厳
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
町
田
市
は
中
国
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
な
っ

て
い
る
。
中
国
を
取
り
巻
く
世
界

情
勢
に
目
を
向
け
、
安
全
対
策
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
特

に
市
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入

れ
る
３
つ
の
国
に
関
連
す
る
報
道

等
に
つ
い
て
は
日
頃
か
ら
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
に
来

ら
れ
る
海
外
代
表
チ
ー
ム
の
選
手

や
ス
タ
ッ
フ
の
安
心
安
全
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
受
入
側
の
責
任
と

し
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
考

え
で
い
ま
す
し
、
必
要
に
応
じ
て

警
備
員
を
配
備
す
る
な
ど
の
対
応

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
長
年
の
要
望
活
動
が
実
り
、

小
田
急
電
鉄
が
玉
川
学
園
正
門
横

の
踏
切
歩
道
を
拡
幅
し
た
。
町
田

市
は
、
さ
ら
な
る
踏
切
拡
幅
の
た

め
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
べ
き
だ
が
。

　
道
路
部
長
　
次
期
５
ヵ
年
計
画

の
策
定
に
際
し
て
、
重
点
事
業
の

候
補
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン 

接
種
に
つ
い
て

　
わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
重
い
症
状
が
報
告
さ
れ
、

２
０
１
３
年
か
ら
積
極
的
勧
奨
の

中
止
を
継
続
し
て
い
る
中
、
国
か

ら
個
別
通
知
実
施
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。
町
田
市
の
対
応
は
。

　
保
健
所
長
　
定
期
予
防
接
種
の

対
象
者
の
う
ち
、
高
校
１
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
女
子
の
保
護
者

に
、
20
年
10
月
2８
日
に
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
市
作

成
の
制
度
概
要
、
厚
労
省
が
作
成

し
た
有
効
性
、
安
全
性
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
学
校
給
食
の
地
場
野
菜

の
利
用
を
上
げ
る
取
組
と
効
果
は
。

公
会
計
に
な
り
給
食
費
の
徴
収
を

市
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

効
果
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
保
管
庫
を
設

置
し
、
前
日
納
品
も
可
能
に
な
っ

た
た
め
、
使
用
量
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
公
会
計
化
の
効
果
で
す
が
、

児
童
数
、
教
職
員
数
に
応
じ
た
給

食
費
配
当
で
、
計
画
的
な
食
材
発

注
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
Ｉ
Ｔ
支
援
・ 

高
齢
者
健
康
推
進

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
機
器
導

入
に
よ
る
現
場
の
負
担
軽
減
策
は
。

　
指
導
室
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
支
援

員
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
21
年
度
は
、
毎
週
学
校
に

訪
問
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
活
用

が
思
わ
し
く
な
い
学
校
に
も
積
極

的
に
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
交
通
空
白
地
区
の
解
消
は

進
ん
で
い
る
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
相
原
、
本

町
田
、
つ
く
し
野
、
高
ヶ
坂
・
成

瀬
地
区
で
、
小
型
乗
合
交
通
の
実

証
実
験
を
し
ま
し
た
。
各
地
区
と

も
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
協
議
会

と
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
最
適
な

手
法
の
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
中
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
が
懸
念
さ
れ
る
が
現
状

は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
町

ト
レ
の
参
加
者
か
ら
、
体
力
が
つ

い
た
、
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
芸
美
術
館
／
副 

反
応
／
人
権
侵
害

　

深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
0８
年
事
業
仕
分
で
博
物
館

事
業
不
要
と
の
判
定
で
あ
っ
た
が
、

0９
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
後
、
町
田
市

は
国
際
工
芸
美
術
館
が
必
要
と
判

断
し
た
の
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、

10
年
度
に
は
博
物
館
等
の
新
た
な

在
り
方
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
い
た
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

　
問
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
治
療
費
は
誰
が
負
担
す

る
の
か
。

　
臨
時
接
種
担
当
部
長
　
例
え
ば
、

病
院
等
に
運
ば
れ
た
場
合
は
通
常

の
治
療
行
為
と
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
健
康
被
害
に
な
っ
た
場
合
は
、

国
の
予
防
接
種
の
副
反
応
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
そ
ち
ら
か
ら
医
療
費

等
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
中
共
の
ウ
イ
グ
ル
人
権
侵

害
に
つ
い
て
町
田
市
の
見
解
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
報
道
内
容
に

つ
い
て
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
見

解
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

多摩都市モノレール

町
田
市
立
図
書
館 

の
現
状
と
今
後
！

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
市
立
図
書
館
は
、
利
用
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を
ど
の
よ
う

に
施
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
市
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
推
進
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
自
殺
者
が
全
国
で
11
年
ぶ

り
に
増
加
し
た
中
、
町
田
市
の
対

応
を
問
う
。

　
保
健
所
長
　
グ
ー
グ
ル
で
生
き

づ
ら
さ
に
関
係
す
る
単
語
を
検
索

し
た
際
に
、
20
年
度
か
ら
、
検
索

後
に
相
談
員
に
つ
な
が
る
コ
ン
テ

ン
ツ
も
加
え
、
メ
ー
ル
に
よ
る
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
本
来
大
人
が
担
う
べ
き
家

事
を
行
っ
て
い
る
1８
歳
未
満
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
子
育
て
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
に
て
啓

発
を
し
、
関
係
機
関
の
意
識
づ
け

を
行
い
、
地
域
の
見
守
り
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


